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改革改善
の考え方

①問題
点

加入率の低迷。（竜東の収入を遠山郷に繰入れているため、収入が増えないと積立てる基金に影響がある）
設備の老朽化。

②改革
提案

より効率的な運営方法を研究する。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

ケーブルテレビへの加入率の向上は難しく、現状維持の状況である。
地域情報発信のための番組は、計画どおり放送を行っている。
施設の維持管理は飯田ケーブルテレビと協力し、適切に行っている。

総事業費①+② 61,201 67,654 65,726 62,929

900 900

臨時職員所要時間

一般財源

人件費計（千円）② 3,218 3,218

正規職員所要時間

起債

その他 57,983 67,654 62,508 62,929

県支出金

事業費計（千円）① 57,983 67,654 62,508 62,929 〔25 特定財源〕　分担金、使用料、諸収入
〔26 特定財源〕　分担金、使用料、諸収入
〔27 特定財源〕　分担金、使用料、諸収入

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

竜東ケーブルテレビの管理運営事業
１　施設利用状況
２　施設運営管理業務委託（加入者管理業務、加入者サービス業務、自
主番組制作放送業務）
３　放送センター等共用施設使用料（デジタルヘッドエンド設備、自主放
送設備等、ＮＴＴ及び中電柱使用料等）
４　事業用機器購入費
５　施設運営・維持管理（ケーブル移設工事等）

１　加入率
２　業務契約数
３　放送センター施設及び伝送路
４　受信設備購入台数
５　移設工事等箇所数

１　51.7%
２　３業務
３　１式
４　25台
５　100カ所

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

・竜東地区の市民が、ケーブルテレビを情報媒体として有効に活用し、行政情報や地域情報、災害情報をタイムリーに入手することで、
安心で快適な暮らしができるようにケーブルテレビ施設の維持管理を行うもの。
・市内には、民間企業である株式会社飯田ケーブルテレビが運営する飯田ケーブルテレビと市が運営する竜東・遠山郷ケーブルテレビ
がある。事業に必要なセンター設備は、株式会社飯田ケーブルテレビが所有する設備を市が共用している。

成果
指標

ケーブルテレビで情報発信する番組数
単位：年間の放送番組数　　竜東・遠山寄ってみまい

12 12 12 12

成果
指標

ケーブルテレビ加入率（％）
H27年3月31日現在：1,61７戸

55 51.7 56 57

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

市民が知りたい行政の情報が十分に入手できると感じて
いる市民の割合（％）

竜東地区の対象世帯数（戸）
H27.3.31現在

3130

意図（どういう状態
にするか）

①高度情報化に対応した情報媒体を利用してもらう
②農業情報受発信により、農業・農村振興を図る

目
的

対象（誰・何を） 竜東地区（下久堅、上久堅、龍江、千代）の市民

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 92 情報共有の促進
基本計画上
の位置づけ

政策 9 市民と共に進める行政経営

H27担当課等名 ムトスまちづくり推進課 H27係等名 遠山郷・中山間地域振興係 H26係等名 遠山郷・中山間地域振興係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 17 終了
事務事業名 竜東ケーブルテレビ事業

会計 ケーブル
14 15

事業種別 政策

9 施策№ 92 事業№


